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Gifu Art Forum is a cultural organization which aims to create and share art culture in the environment of Japanese tem- 

ples. In order to achieve this goal, it carries out various projects, including exhibitions and concerts. In 2012, it won the Gifu 

M unicipal Award of Citizens' Participation for its seven years' contribution to society.

Last year 's project focused on the relationship between art and the recent Great East Japan Earthquake. After a visit to the 

Tohoku District, Kusano composed music for people in the district, with deep compassion for his fellow countrymen. Children 

who had taken refuge in Gi fu from the stricken area joined local children in making pictures and poems inspired by Kusano's 

music. 0n the day of the concert, their completed works of art were displayed in the main hall of the temple. Children sang 

in chorus, and some members of the forum played cello and piano for the audience.

The present article reports on the various projects conducted by the Gifu Art Forum over the past eight years. This sum- 

mary attempts to clar ify the role art and music may be able to play in times of disaster. It also aims to evaluate the achieve- 

ments of the forum, as well as to identi fy some problems to be dealt with in the future. 
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序

本稿は、 筆者らが2006年から行っている 「岐阜アート
フォーラム」 という活動の内、 2012年秋に実施したアー
ト コ ンサート ' ) の実践報告である。
岐阜アート フ ォーラムとは、 「寺院空間における芸術

文化の創出と発信」 をテーマに、 岐阜市大門町の仏教寺

院である上宮寺や東別院を活動の拠点と し、寺院の本堂 ・ 

庫裡 ・ 境内 ・ 茶室などの空間を用いた美術作品展やコン

サート によるプロジェ ク ト を実施する文化団体である。 

本活動は、 時代や表現形態に既定される事なく普遍的に

存在するはずの芸術活動の意味とその魅力を明確にする

べく進められてきた。 そして2012年11月には、 まちづく
りに貢献したと して岐阜市より 「市民参画賞」 の表彰を

受けている。

活動名のフォーラム (集まる場所) という言葉には、

表現者 ・ 鑑賞者という垣根を超えて、 市民と と もに文化

や芸術を育んでいこう という意味がこめられている。

実行委員 ・ ス タ ッ フは、 上宮寺住職の小笠原宣2)、 彫
刻家衣笠文彦3)、 作曲家草野次郎4) を中心に、 美術作家
や音楽作家、 そしてその活動に賛同する一般の方を加え、

総勢30名ほどのメ ンバー5) により構成されている。

2006年に始まった岐阜アート フ ォーラムの活動は、
2012年10月には第 4 回を迎えるに至った。 詳し くは、 こ
れまでの研究報告 6) を参照して頂きたいが、 各回のタ
イ トル、 日程などは以下の通りである。

●第 1 回岐阜アート フォーラム~ 時空の住処 (すみか) 
~ 衣笠文彦彫刻展、 2006年10月28日 (土)、 上宮寺
(本堂、 庫裏、 茶室を用いた彫刻作品展)
●第 2 回岐阜アート フォーラム~ 時空の住処~
四人の芸術家による表現会 (ひようげんえ) 
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(庫裡での絵画、 彫刻の作品展と作曲、 本堂でのチェロ
コンサート )、 2008年10月25日 (土)、 上宮寺
●第 3 回岐阜アート フォーラム~時空の住処~
アート コンサート 2010年10月 3 日 (日)
(本堂での絵画を基にした映像表現とウ' ァイ オリ ンによ
るアート コ ンサート 、 及び境内 ・ 庫裡 ・ 茶室を用いた彫

刻作品展)
● 「来て着て聴いてお寺でチヤチヤチヤ」

T シ ャ ツ染色ワー ク シ ヨ ツプ

(小学生対象の寺院本堂縁側でのアー トワー クシ ヨ ツプ
と境内での楽器作り、 及び本堂での演奏会) 、
2011年7月25日 (月) 26日 (火)、東別院
●第 4 回岐阜アート フォーラム ~時空の住処~
響きあう心 金谷昌治チェロコンサート

(本稿でその内容は詳し く 述べる。)
2012年10月14日 (日)、東別院

7 年の活動の中で 5 回の大きなイベント を企画 ・ 運営
し、 次第に内容の広がりが生まれてきたと感じている。

本論は、 この内の第 4 回の 「岐阜アート フ ォーラム」
の活動報告である。 それは東日本大震災の被害を前にし

て、 「我々に、 アート に、 何ができ るのか」 を考え るこ

とでもあった。- 本稿の構成
本稿の構成は以下の通りである。

1 章では、 第 4 回のアート フォーラムへ向けての構想
の経緯について、 震災後の束北への訪問や関わり を通し、

被災後に岐阜へ避難してきた方との意見交換などを経て

活動計画が検討された経緯について記す。

2 章では企画が決まった後の実践についてまとめた。 
1 節ではコンサート前日までの実践の様子について、 作
曲家草野が東北への想いをこめた作曲について、 またそ

の曲を聴いたイ メ ージを基に、 被災地から避難した子ど

もたちも、 地元の子どもたちと一緒に活動した絵画制作

や作詞活動、 合唱練習について、 寺院本堂へ子どもたち

の絵を飾つたコ ンサート会場の設営準備などについて記

す。

2 節では、 コ ンサート当日の実践について、 チェロの
演奏、 子どもたちの合唱などについてまとめた。

3 章では、 本実践における芸術活動と震災への関わり
の在り方について整理した。 アート表現者と して震災を

前に被災者の方たちと、 どのよう な関係をつく れるのか。 

そしてどのよう な発信ができるのか、 我々の目指す方向

を確認し、 その成果について考察した。

4 章では課題について記した。 被災者の心情への配慮
はどう だったか。 芸術の本質的な意味を問う活動たりえ

たかを検討した。 (衣笠、 河西) 
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I 構想 はじめに、 東北への想い

美術と音楽の多角的な出会いで構成する企画展を既に

岐阜で 2 回行っている。 しかし今回の第 4 回目はこれま
でとは違い、 2011年 3 月11 日に発生した東北の大惨事に
接してわれわれの想いをここで何らかの形と して伝えた

いと考えた。 この未曾有の大惨事は想像を遙かに超えた

とこ ろにあるが、 しかし他人事ではなく 私たち個人の問

題と して受け止め、 そこに芸術という ジャンルがいかに

対応し得るのか。 このあまりにも巨大な惨状に、 単に一 

つのレクイエムと しての作品を提供するだけではなく 、

我々は社会の一員と しての責務、 つまり人間と しての務

めをこの会を通して、 何らかの形で表現したいという方

向性を共有するに至った。 そして大震災のほぼ 1 年後、
2012年 3 月に私を含めた岐阜アート フォーラムの企画者
4 名がその現状を身体で知るために福島県、 宮城県に赴
いた。 (草野)-1 東北訪問

2012年 3 月15日、 草野、 小笠原、 林進一7)、 衣笠の 4 
名はそれぞれの思いを抱きながら東北 ・ 仙台の地に立っ

た。 報道などであふれるほどの情報に接 してきたが、 や

はり実際の光景を目の当たり にすると現場を踏むこ との

重要性を実感させられる。 現場で受ける情報とは360度
の視界、 現場の人たちと リ アルタイ ムで共有する時間 ・ 

空間のことである。 い く らマスメディ アの情報の質、 精

度が上がろう と も、 それはあく までも間接的な情報と し

て我々に届く。

アー ト フ ォーラ ムのメ ンバーは、 それぞれが何らかの

表現手段を持つプロ フェ ツシ ヨナルの集団である。 自ら

の五感で感じ取ることが今回の活動の第一歩になるとい

う直感が正しかったこと を自ら証明できたよう に思う。

車を駆って仙台から石巻へ北上後、 松島を経て太平洋

岸を南下。 福島第一原発の手前で交通規制。 道中、 さま

ざまな光景に出会いながら、 車中での時間は4名のそれ
ぞれの思いを心に刻み、 考えを紡いでいく時間となった。 

この旅を通して半年後のアート フォーラムの発表活動で

何ができるのか、 答えを探らなければならない。

移動の途中、 小笠原手持ちの放射線測定器が示す数値

に驚きながら、 福島市の金谷昌治 8) と合流。 被災者で
もある彼の話を聞きながら発表内容を検討していく 。 そ

の際、 繰り返し確認されたのは、 東北 ・ 福島の人々との

関わり を 「被災者」 「非被災者」 という二元的なく く り

で扱う こ とだけは避けたい、 という こ とであった。 この

問題意識はその後の打ち合わせでもたびたび議題に上る

こ とになる。 芸術活動にかかわる根源的な問題にもつな

がることだからである。 (衣笠)
次に草野が音楽と東北の関わり について述べる。

仙台空港からまず向かった宮城県石巻市の某小学校。 

凄まじい津波の破壊力で一瞬にして引きちぎられたかの
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よう に校舎の 1 階すべてはほぼ壊減していた。 壁に掛かっ
ている時計が津波の到達時刻でこと切れたかのよう に止

まっているのが余り にもむなしい。 さ らに子どもたちの

描いた楽しい遠足の絵が教室の壁に破れて引っ掛かりそ

のままになっている状況は、 記憶から消えない。 学校の

敷地の隅には、 所々花が手向けられてその中には子ども

たちの好んだキャラ ク ター人形が多 く 置かれている。 想

像するだけで心が痛み、 張り裂ける思いがする。 さ らに

福島へ場所を移動する車中から見える光景は、 基礎部分

しか残っていない住宅街の跡地が延々と続く 。 1 年経過
しても全く手付かずのままである。 その途中、 ほぼ全壊

の家屋を覗く と、 その庭には津波で窓から放り出された

アップライ ト ピアノ (写真 1 ) が無残な姿を呈している。 
家族団らんを司っていた楽器が今や変わり果てた姿となっ

ている。

このよう な現実を目の当たりにして、 今回の企画の具

体案が私の中に徐々に固まっていった。 その詳細は次章

で述べるこ と とする。 (草野) 

写真 1 津波で庭に放り出されたビア ノ

ー 2 東北での関わり

佐部利典彦9) は、 2012年の4 月から 5 月まで岩手県
の山田町と大槌町でアート と音楽を中心と した活動を行っ

た。 震災から 1 年がたち、 心に関わる事が必要と されて
きていると現地の情報などから判断した。 ただ単に展覧

会やコンサート を行う のではな く 、 美術や音楽を通して、

同じ時間を共有し、 交流することに意味があると考えた。 

活動の概要 : チームすどう美術館'°) によ る アー ト ワー 
ク シ ヨ ツプ

指導者 : すどう美術館と関わりのある作家及び美術館ス
タ ッ フ

活動内容 : 缶バッ ジづ く り、 ビーズのアクセサリ ーづ く
り、 油絵制作

作家作品展 : すどう美術館コレクショ ン 「管創吉」 展、
及び21人の作家による現代美術展
作品点数 : 管創吉20点 その他60点
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コ ンサート : ウ' ァイ オリ ン大鹿由希、 ギター橋爪晋平
参加者 小学生から高齢者までのべ約300名、
4 月27 日~ 29 日 岩手県山田町中央公民館小ホール、
4 月30日~ 5 月 1 日 岩手県大槌町中央公民館3 階大ホー 
ル

アー ト ワー ク シ ヨ ツプでは、 参加者が楽しむこ とがで

きるという こ と を第一に考えた。 我々と色々な話をしな

がら、 存分に楽しみ、 表現に没頭してもらう。 また完成

した作品は仮設住宅に飾ることができたり、 日常生活で

身に着けたりできるよう に考え、 缶バッジづく り、 ビー

ズのアクセサリーづく り、 油絵制作を行った (写真 2 )。 

写真 2 「東北での関わり」 ワークシ ョ ップの様子

子どもから高齢者まで多 く の方が訪れた

次に展覧会では展示に参加する全ての作家が震災で傷

ついた東北での展示を意識して新作を制作した。 作家は

それぞれに震災を捉え、 会場で東北と向き合う こと を考

えた。 それと共にすどう美術館のコレク シ ョ ンである管

創吉の展示を行った。 管創吉は人間の本質を捉えた作家

であり、 今回是非、 東北の方に観てもらいたいと考えた。

コンサートについては、 来場者とより近く接するこ と

ができるよう に配慮した。 ヴアイ オリ ンとギターの体験

教室と演奏会では、 楽しそう に楽器に触れながら、 短時

間に一 曲マスターする姿がみられた。 作品が展示されて

いる場所をコンサート会場にすることで、 作品は舞台装

置と しても効果的であった。

来場者と一体感がもてるよう に、 演奏者と客席の距離

を近づけたり、 会場の雰囲気や演奏者の感覚で毎回プロ

グラムを変更したり して客席とやり と り をしながら行っ

た (写真 3 )。 

写真 3 「東北での関わり」 コンサートの様子

演奏者と観客が近い距離で行われた
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岩手での活動では、 毎日来場する人もあり、 存分に制

作や交流を楽しんでもらう こ とができ、 一体感のあるコ

ンサートは聴衆の心にしみた。

御自身も被災し昨年は会場の設営、 撤去作業等を手伝

い、 コ ンサート やワー ク シ ヨ ツプに参加した方からう れ

しい話を聞いた。 「昨年のすどう美術館の活動がなけれ

ば、一生、 アートに触れることも興味を持つこともなかっ

たでし よう 。 コ ンサートはとても胸を打たれたし、 油絵

制作は没頭してしまった。 自分で制作した油絵作品は仮

設住宅の玄関に、 すどう美術館から プレゼント でもら っ

た作品は、 ワンルームの居間に大事に飾つてあり ます。 

仮設の家の壁に何もないのと絵があるのとでは部屋の感

じが全く 違います」 と。 この話は我々が 「そう なるとい

いなあ」 と思っていた通りのものであり、 活動の方向性

は良かったのだと確信するこ とができた。

私は出会いの時からその人のことが気になり常に注目

してきた。 はじめは 「ワーク シ ヨ ツプも絵を観るこ と も

コンサート も手伝いはするけど興味はないので参加はし

ません」 と話していた。 しかし毎日、 会場に様子を見に

来て、 そのう ちに 「ワー ク シ ヨ ツプやってみよう かな」

「 コ ンサート 、 すごく よかった」 と言う になり 、 最後に

は 、1由絵に没頭し、 コンサートに涙し、 絵も何度も繰り返
し観ていた。 アート に触れたこ とで、 興味を持ったのは

事実だと考えるが、 それと ともに固まっていた彼の心を、

ほんの少しだけほぐすこ とができたのではないかと捉え

ている。 それは、 作品やワーク シ ヨ ツプ、 演奏だけでは

なく 、 大槌町を訪れた人たち (チームすどう美術館) と
の出会いもその要因の一つであるこ とに違いない。

この経験によってこのよう な企画を続けるこ との必要

性を感じ、 岐阜でも何かできるのではないかという 思い

が、 今回の活動につながった。 (佐部利)-3 打ち合わせ会
4 月14 日と 6 月30日に実行委員会を行い秋の演奏会に

向けての打ち合わせ会を実施した。 4 月の集まりでは先
の東北視察の報告を皮切り に各委員がそれぞれの思いを

発言するが、 なかなか意見の集約を見るこ とができない

展開となった。

後述されるよう に被災された方々と どう向き合う のか

などの問題もはらみ、 大震災 ・ 原発事故をどのよう に解

釈し発表活動につなげていく のか、 当然のことながら、

早急に結論を見出すことができるはずもない。

芸術家と して今回の大震災をどのよう に解釈し表現活

動に昇華できるのか。 今秋の演奏会実施まで半年間、 各

自が悩み、 模索していく こ とになった。

その後次回打ち合わせまでの 2 ケ月の間、 小笠原を中
心に企画の内容や東北の方との関わり方の検討が行われ

てきた。 テーマタイ ト ル決定にあたり 、 企画の軸に 金

谷のチェロ コ ンサート を据え、 被災者との交流をはかり

92 

つつ、 震災とアートの関連を探る模索が始まった。 仮称

テーマタイ トルを 「福島のここ ろ一被災地 ・ 東北から祈

りのこころと どけ一」 と し、 演奏担当の金谷、作曲担当

の草野は着々と演奏内容の構想を固め、 実現に向けて進

みつつあった。

6 月の打ち合わせでは、 実行委員会と して本活動の意
味づけを明確にすることが目標であった。 委員各自が宿

題と して持ち帰ったさまざまな課題の答えを披露しつつ、

議論を深めた。

東北を応援したいという想いは、 スタ ッ フの誰もが共

有していたが、 それをどのよう にアート フ ォーラムの企

画に反映させるかは個々に考えが異なり、 様々な意見が

出された。 実際に震災の被害を受けた方にと って押し付

けなのではとの発言もあった。

打ち合わせ会には、 被災者支援活動を続けている小森

真人5) と、 被災地から避難してきた家族にも参加を依
頼し、 避難してきた方の率直な気持ちを聞く貴重な機会

となった。 福島や岩手から岐阜近郊に避難して来ている

家族の Y氏 5) やK氏 5) からは、 津波が襲った時刻にな
ると、 具合が悪く なる子どものこ とや岐阜での暮ら しぶ

り について伺い、 ここで、 「私たちを被災者と して特別

視しないで欲しい」 との切実な声を聞いた。

今後は同じ町に暮らす知人と して、 自然豊かな岐阜の

長良川や金華山で家族一緒に遊ぼう という話で盛り上がっ

た。 また今回の活動にも協力してもらう こ と となった。

被災した方の言葉は、 今回アート フ ォーラムの企画の

根幹そのものを問い直す問題提起となった。

その後、 お互いの信条、 感性の違いを尊重しつつ、 演

奏会の実現に向けて意見を集約していく作業が続いた。 

あるいはこの作業こそが 「岐阜アート フ ォーラム」 の本

質的な存在意義であるのかも しれない。

こう した中でタイ トルも変更すること となったが詳細

は以下の通りである。

まず 「被災地」 「被災者」 「福島」 「東北」 などの具体

的な事例語から見直し、 いかに彼等と共通表現を発見す

るかの議論を繰り返した。 その結果、 仮称 「福島のここ

ろ一被災地束北から祈りのここ ろと どけ一」 を 「響きあ

う心」 と改めた。 これは議論を深めてい く 過程で、 救援

者 ・ 被救援者、 加害者 ・ 被害者等の対立する既成概念を

越えて、 私たち自身のアート活動の原点である、 「より

自由で平等なアート表現者たりえよう」 と言う共通概念

を再確認できたからだと言える。 この確認作業が、 金谷

のチェロ コンサートに向け、 子どもたちとの絵画共同制

作、 草野の曲に 福島や岐阜の子どもたちが作詞するな

ど、 一連の実践活動の基調となった (衣笠、 小笠原、 河
西) 



歴史的寺院空間における芸術文化の創出と発信

II 実践-1 コンサー ト前日までの活動-(1) 作曲
前章での東北訪問の後、 この悲惨な現実を直視しすぐ

さま芸術活動に移行するこ とはかなりの部分でためらい

があった。 生死の狭間を体験した人々に対してわれわれ

第三者と して一体何が出来るのか。 傍観者と しての共感

を芸術作品で表したとこ ろで何の意味があるのか、 これ

まで自分自身が信じてきた芸術表現の意味 ・ 目的がこの

現実を目の当たりにして揺らぎ出した。 たとえば音楽作

品ではこのよう な状況において ｫ鎮魂歌ｻ 、 つまり ｫ レ

クイエムｻ という ものがあり、 それはそれで重要な意味

を持つ作品種ではある。 ただ、 作曲家が多 く の ｫ レクイ

エムｻ を高度な技術で作曲し演奏したところで、 果たし

て 「今」 「現実」 の救いに直結するのか。 むろん長いス

パンで見れば、 それは大いに人々の心の救いに繋がるの

だろう が、 あの現場を見た私にと ってはそれではあまり

に手ぬるいと しか思えなかった。 一 日も早く 人々の中に

笑顔や勇気や希望、 と言ったものを音楽家や美術家が集

ま ったこの岐阜アート フ ォーラムから生み出せないだろ

う か、 と感じた。

そのよう な想いを巡らせた結果、 一つの結論に至った。 

今回の美術が行うワー クシヨツプと同様の発想で、 音楽

も私が一方的に作品を完成させて発表するのではなく 、

作品を完成させるプロセスにおいて被災した子どもたち

と共同で制作にあたり、 それを共同で発表する、 という

原案である。

むろん作曲するためには最低限の技術等が必要だが、

その部分は私が担い、 子どもたちにはその先の部分で自

由に参加するこ とが可能となるための音楽的な 「器」 を

構成するこ と を考えた。 具体的には、 子どもたちが想い

を込めて歌える曲の完成を最終目的とするのだが、 まず

私が歌詞の付いていない旋律を作曲して、 その後に子ど

もたちに歌詞をその旋律に書き込んでいってもらい、 彼

らの思いを投入してもらう 。 さ らに歌詞の内容に合わせ

て旋律の音型やリズムを柔軟に変化させて一つの完成体

に導く 、 という流れである。

旋律の作曲に於いては以下の部分に留意し構成した。

1 . 歌詞の内容を組み立てやすいよう に、 旋律の構
造を 「起 (句) ・ 承 (句) ・ 転 (句) ・ 結 (句)」
の 4 つの文脈構造と合致する形とする。

2 . 子どもの声域を考慮しつつ、旋律の音程を 「起 ・
承」 から 「転」 「結」 へと徐々に高く なるよう

に設定する。

3 . 「結」 では音楽的なクライマ ックスを同時に設
定する。

4 . 歌詞の文字数に自由度が可能となるよう に、 同
音反復を多 く 配置してリズム的分割 ・ 統合の余
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地をつく り、 様々な歌詞に対応できる旋律の原

形を作る。

上記の 4 点の留意事項を踏まえた上で、 以下の旋律を
考案した。

[譜例 1 ] 旋律 「岐阜の子どもたちへ in A旋律のみ」
(本論末尾に掲載)
まず、 アウフ タク トからの 8小節間が 「起」 の部分に

あたる。 2 小節ごとに基本音程が 2 度ずつ上昇するよう
に設定している。

その 8 小節間を繰り返すことで 「承」 の部分と してバ
ラ ンスをと るこ と と した (子どもの歌にと って 「繰り返
し」 は重要で、 同時に曲の難易度も抑えられる)。

10小節目アウフタク トから 8小節間が 「転」 に相当す
る。 ゼクエ ンツの作曲技法で音楽的エネルギーは徐々に

蓄積されて 「結」 に向かって強力なベク トルを示す。

18小節目アウフタク トから10小節間が 「結」 となり、
曲の最高音を含めて、 全体のクライマ ックスを形成する。

以上が曲の構造の簡単な説明である。 そして次の段階

では [譜例 1 ] の音源を子どもたちに聴かせて、 この歌
への意味を伝えてその歌詞を募るこ とと した。 その結果、

3 名の子どもから歌詞が寄せられた。 その内容は (3) 
節で紹介したい。 (草野)-(2) 絵画ワークショ ップ
開催日時 : 2012年8 月25日(土) 10時~ 15時
会場 : 岐阜市上宮寺境内 指導 : 佐部利典彦 参加者 :
約20人
2012年の春に岩手県でアートの活動をした実感から、
東北に関わる活動を継続して行いたいと考えた。 今回は

東北から岐阜に転居している家族と地元の人が一緒に表

現活動をするこ とに重点を置き、 あえて互いの出所を知

らせるこ と を しなかった。 なお、 ワー ク シ ヨ ツプ用チラ

シ (写真 7 ) のイラス ト を佐藤瑛気'') に依頼した。 柔
らかなパステルのタ ッチは、 温かく楽しい雰囲気を出し

ていた。 200部印刷し呼びかけを行い、 約20人の子ども
たちが集まった。

午前の部では、 境内に用意できる可能な限りの大きな

画面に参加者全員の共同作業で、 ペイ ンテイングをして

いく 。 できるだけ大きな画面で非日常を感じてもらいな

がら一人一人が身体をつかってのびのびと活動ができる

よう に考慮した。 活動のきっかけと して今回のプロジェ

ク トのために草野が作曲し、 参加者から詩を募り、 コ ン

サートで披露したいと考えた曲を流した。 また、 大きな

画面と カラ フルな絵具や、 ローラーなどの道具を活動し

やすいよう に配置するこ とによって参加者は開始前の段

階で活動への見通しと、 期待感をもつよう にした。 始め

から絵具を使うのではなく 、 今回は行為と造形性の観点

から、 マスキングテープをちぎって貼る活動を最初に取

り入れた (写真 4 ) 。 マスキングテープで ドローイ ング
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写真 4 絵画ワークシ ョ ップ
マスキ ングテープでの ドロ ーイ ング

をするイ メ ージである。 身体を使ってちぎって貼るとい

う行為を行いながら、 その最中に制作のイ メ ージをもた

せる。 アク シ ヨ ンペイ ンテイ ング的な活動では、 イ メ ー

ジ性は希薄になるこ とが多いので、 はじめに少しイ メ ー

ジの要素を取り入れよう と考えた。 また、 着色をした後

にテープを剥がして、 定型的な線やかたちを表出させる

こ と、 紙の新鮮な白を表出させるこ と を考えた。 マスキ

ングテープでの活動の後、 絵具を飛び散ら したり、 ロー

ラーで着色を行ったり した。 画面には、 水分の吸収が良

く 、 色のにじみのきれいな和紙を使用し、 サイズは、 本

堂への展示サイズと境内の広さを考慮し、 できるだけ大

きいサイズで4.5m X 9 mに設定した。
次に昼食の時間では初めて顔を合わせる子どもたちも

いるので、 良い交流の時間になると考えた。 一緒におに

ぎり を頬張り ながら自己紹介を行った。

午後の部では、 自分のやりたいこと を存分に行う ため

に個人制作を設定した。 画面の大きさは4.5m XO9mに
設定した。 個人作品もコンサート会場に設置する予定で

やはり、 展示の都合と境内での活動のできる可能な限り

の大きなサイズを考え設定した。 午後からの活動のきっ

かけは型紙である。 イ メ ージは 「最近、 気になるかたち」

と した。 画用紙に描き、 切り抜く 。 切り抜く こと を考え

て、 かたちをデザイ ンする。 全て自由にぺイ ンテイ ング

を行う よう な造形遊び的な活動ではなく 、 自分を見つめ

る時間を設け、 個人の表現を引きだそう と考えた。 さ ら

に活動のイ メ ージや見通しがもちやすいのではないかと

考えた。

午前の活動で、 要領を理解しているので、 後は各自で

制作を進めていく 。 参加者とスタ ッフで交流しながら完

成を確認した人から活動終了と した。

境内の中心にある大きなイチ ョウの木の下に画面を用

意し、 夏の日差しを避けながら、 カラ フルな絵具を透明

なバケツに用意して、 色がよ く見えるようにしたり、 ロー

ラーなどの道具も使いやすいよう に種類ごとにまとめた

り した。 この様子を見るだけで、 子どもたちは、 どんな

活動をするのか大体想像がついて、 「あれ使ってバーつ

とやっていいの」 などという質問をする。 それゆえに活
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動における 「場の設定」 「環境作り」 が非常に重要なの

である。 マスキングテープでの ドローイ ングでは、 東北

からの参加の児童がテープを使って家を描いていたのが

印象に残っている。 震災の影響もあるのではないかと考

えさせられた。 その後、 着色の段階になっても、 その児

童は他の児童が自分の描いた家のスペースに色を付けら

れるのを非常に嫌がった。 今まで何度も、 共同作業での

ワー ク シ ヨ ツプをしてきた中ではじめての経験であった。 

この状況を見た時に午後からの個人制作を設定しておい

てよかったと思った。 前半は白 ・ 黒は出さないで制作し

た。 はじめから白 ・ 黒を使って色がにごるのを防ぐため

である。 後半は白 ・ 黒を追加し、 色に幅と深みを追加で

きればと考えた。 参加者は時間と共に行為が面白く なり、

どんどん絵具をのせていく 。 参加者と美しさを確認しな

がら、 存分に活動をしてもらいたい気持ちと美しいと こ

ろで終えてその美しさを共に味わいたい気持ちが交差す

る。 午前は画面がにごるぎり ぎりのと ころまで活動し、

終了した。 予定時間より30分程早く終えたことから、 参
加者がかなり積極的に活動できたと考える。 幼稚園年長

の幼児は、 飛行機のかたちの型紙を制作し、 空や雲のイ

メ ージを和紙の白い部分を効果的に用いながら表現して

いた。 午前中に自分のスペースを守ろう と していた児童

は、 自分のスペースに安心して表現していた (写真 5 )。 

写真 5 絵画ワークシ ョ ップ
個人制作の様子

実践の留意点と期待点は、 以下の通りである。

・ 参加者が時間を忘れて、 身体と頭と感覚を使って存

分に表現活動をする。

・ 造形遊びではな く作品とするために、 時間や画面サ

イズの設定 ・ 技法などを工夫する。

・ 東北の子と地元の子と制作や昼食を通して交流する。

・ お寺ならではの雰囲気や場所性をう ま く利用する。 

存分に活動をするという点では、 広々と した寺院の野

外空間を活かして、 大きな画面での共同制作と個人の制

作が充分できたと考える。 また、 マスキングテープや型

紙の使用は造形遊び的要素の強い活動の中で造形性の観

点から効果的だったと考える。

造形活動で同じ時間を共有すると、 仲良く なる時間が

普通よりは短いと経験上感じたが、 今回は充分に交流す
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るには時間と手立てが足り なかった。 よ り深めるために

は継続的な活動にしたり、 グループでの活動形態にした

りするという工夫も必要だと考える。 (佐部利)-(3) 音楽作詞、合唱練習 2012.9. 25
ー① 音楽作詞

前述のコンセプト に基づき、 事前に作曲した旋律に 3 
人の子どもが詩を提供した。 3 人の中の 2 人は東北で被
災し、 岐阜に疎開している子どもでもある。

3 つの詩は以下の通りである。 

2 

3 

あめあがりのそら を にじがかかっている

あめあがりのそらを そら をにじがかかっている

こ と りがとんでいる こ と りがとんでいる

おひさまのひかりが さ しこ んでいる

まわりのふうけいは やまにかこまれている

ト ラ ンペ ッ トがおかでなっている

あおく ひろがるだいち きみはと びたつんだ

ゆめときぼう をのせて みらいへとはし ってゆけ

きみならできると きみにはできると

みんなでちからを あわせあわせとべよ

いまひかると きよ いまみらいにはしる

き っとみらいは すばら しいだろう

みんなみんないれば みんなみんないれば

みんながんばれるよ がんばれるがんばれるよ

たとえさみし く と も たとえ さみし く と も

みんながいるから だい じ よう ぶだよ

みんながいるから だい じ よう ぶだよ

みんながいるから だい じ よう ぶだよ

以上 3 つの歌詞に関しては、 旋律との修正はほとんど
なく 、 歌詞の意味、 つまり子どもたちの想いと旋律の抑

揚は問題なく一体化し融合した。 なお 1 フレーズの反復
(最初の 8 小節間) は歌詞の関係上削除し、 全体の流れ
を優先した結果、 A-B- c の歌唱 3 部形式に落ち着い
た。 さ らに曲名に関しては、 当初 ｫ未来に向かってｻ と

仮題を設定していたが、 最終的に 3 番の歌詞から引用し、
ｫみんながいればｻ に決定した。 (草野)
[譜例 2 ] みんながいれば (本論末尾に掲載)

ー② 合唱練習

作詞された曲をコ ンサート で発表するために、 実行委

員から、 ワー ク シ ヨ ツプに参加したり、 作詞に携わった

り した子どもたちに合唱をしてほしいとの願いが出てき

た。 しかし合同で練習をする時間や場所、 また指導者不

在などの問題から、 集まっての練習を断念せざるを得な

く なった。 そこで作詞をした子どもたち数名に CD と
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楽譜を渡し、 各自練習してもらう ことにした。 また、 当

日少人数でいきなり本番となるこ とは、 子どもたちに負

担が強いられ、 さ らに広い束別院の本堂では声が届かな

いこと も考えられたので、 上宮寺近郊で活動している岐

阜市の岐阜少年少女合唱団や大垣市のNP0法人リ ト ミ ツ
ク GIFU に参加を要請し、 各団体の指導者には通常の活
動範囲内での合唱指導を依頼した。 子どもたちにと って、

新たな発表の場となり、 また交流の機会になるよう期待

した。 コ ンサート前日、 草野と守山繭子 '2) によ り 、 岐
阜少年少女合唱団の練習場で合唱練習が行われた。 リ ト

ミ ツク GIFUは活動曜日でないこ と、 移動手段がないこ
と などにより 、 当日のリハーサルで合わせるこ とになっ

た。 (二村) 

写真 6 東別院の本堂
絵画作品展示の準備作業の様子

-(4) コンサート準備、 会場設営
今回、 上宮寺の5 倍の広さをもつ東別院 (写真 6 ) へ
と会場を移した。 観客が寺院のもつ独特の雰囲気を感じ、

さ らに絵画によって包まれているよう な空間に変化させ

るために、 ワー ク シ ヨ ツプでの子どもたちの個人作品を

本堂の両脇に配し天井から吊した (写真 9 )。 そして、
みんなで描いた巨大な絵画を中央に配し、 それがコンサー

ト中に一瞬で垂れ下がるよう に計画した。

またコンサート最中に後ろから光を当てるという演出

が佐部利より提案された。 これは後ろから光を当てるこ

とで、 マスキングで白く残した部分や絵の具のにじみが、

よりきれいに見える効果を期待したからだ。 天井が高く 、

梁を傷つけないよう慎重に作業する必要があり、 予想以

上に時間がかかったが、 巨大絵画をロール状にして天井

に固定し、 1 度試した後、当日の朝に設置し直した。
当日の会場設営では、 録音 ・ 録画機材、 照明機材、 椅

子等の準備、 合唱の子どもたちの控え室 ・ 受付等の設置

が行われた。

また宣伝用にチラシ2000枚、 ポスター (写真 8 ) 100 
枚を印刷し、 実行委員の協力の下、 近隣の寺院 ・ 画廊 ・ 

商店 ・ 大学などに配布しチケ ッ トの販売も行った。 さ ら

に広く 地域住民に知つてもらう ため、 各新聞社に取材を

依頼した。 (二村) 
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- 2 実践当日
「第 4 回岐阜アート フォーラム~ 時空の住処~ 
響きあう心 金谷昌治チェロコンサート」-(1) 概要
2012年10月14日 (日) 15 : 30~ 17 : 30 
会場 : 岐阜東別院 ・ 本堂 コンサート出演 ・ 担当 : チェ
ロ演奏 ・ 金谷昌治、 ピアノ伴奏 ・ 谷峰子'3)、 作曲 ・ 構成 ・ 
草野次郎、 司会 ・ 高橋かずえ、

主催 : 岐阜アート フォーラム実行委員会、
後援 : 岐阜市教育委員会 ・ 寺院を活かしたまちづく リ推
進協議会、 企画 ・ 衣笠文彦

2012年8 月25日(土) 10 : 00~ 15 : 00 会場 : 上宮寺
(境内) 絵画制作 ・ 指導、 佐部利典彦 ・ 二村元子'4)

2012年9 月15日(土) 10 : 00~ 12 : 00 会場 : 上宮寺
作詞の披露 ・ 歌唱指導 ・ 草野次郎 ・ 守山繭子-(2) 実践 コンサート内容
今回の岐阜アート フ ォーラムのメ ー ンである 「チェロ

コンサート」 は、 2012年10月14 日岐阜東別院本堂で行っ
た。 チェロ独奏は金谷昌治、 ピアノ伴奏は谷峰子。 金谷

は第 2 回岐阜アート フ ォーラムで既に独奏を行っており、
この会の趣旨 (美術作品と音楽演奏会の融合) に賛同し
今回再び参加した次第である。 普段のコンサート会場と

は異なる寺の本堂での演奏 (写真10) は、 響き的には残
響の少ない乾いた音となり、 チェロの深い響きと幅広い

表現をつく りだす物理的な倍音成分が極端に少なく なる。 

しかしそのマイナス面があるにもかかわらず、 金谷はこ

の場での演奏会をきわめて有意義な場と捉えている。 そ

れは、 この特殊な空間での聴衆との距離の近さによる、

響きを超えた表現伝達密度の濃さという ものが存在する

という 。 通常の残響豊かなホールでは確かに楽音そのも

のが美し く磨き上げられ、 演奏自体が独自の芸術性を持

ち出すが、 ある意味それは聴き手との一定の距離をつく

り出していると も言えなく ない。 その点、 今回の寺の本

堂という特殊な空間は、 逆に音楽の 「生の」 表現を直接

伝えるこ とが出来ると金谷は語っている。 

でっかくて なが一い接を
書集にa わせて

かいll・e-'ぞ~ //
みんな あつまれ~″_ '0器
_ ・・・・ 8 お日 (:t ) 

◆ ◆ .m一==
f事 ◆ m i手器で

・ ・ ・ , ・ 上 富

「 , 
写真 7 絵画ワークショ ップ

チラシ 原画 佐藤瑛気

写真 8 ポスタ ー

原画 小笠原 宣
制作 神谷まさ子
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写真 9 コンサート準備

本堂の両脇天井に吊した子どもたちの個人作品

,r-

・

' 

1 ,
-
 

写真10 コンサートの様子
本堂で演奏する金谷 (右) と谷 (左) 

写真11 コンサートでの合唱
聴衆と共に全員で歌った

演奏会全体は 2 部で構成し、 プログラムは以下の通り
である。

[第1 部]
1 . 鳥の歌 (パブロ ・ カザルス)
2 . この想い、 届け東の空に (編曲 : 草野次郎)
3 . みんながいれば (詩 : 束北と岐阜の子どもたち 3 名
曲 : 草野次郎)

[第2 部]
1 . ダイスの瞑想曲 (マスネ)
2 . ィ◆の街 (團伊玖磨)
3 . 浜辺の歌 (成田為三)
4 . チェロのための組曲 「風の谷のナウシカ」 より (久
石譲)

5 . 明日へのプレリ ュード < アウェ ・ マリア> (バツハ :
グノ ー)

6 . 華麗なるポロネーズ (シ ヨパン) 



歴史的寺院空間における芸術文化の創出と発信

[第 1部] は今回のテーマである東北大震災への追悼
的内容で固めた。 冒頭、 カザルスの ｫ鳥の歌ｻ で故国を

想う哀愁に満ちた抒情的名曲によってまずは追悼の念を

表した。 次に ｫこの想い、 届け東の空にｻ は東北民謡を

メ ド レー式に綴った編曲である。 本来、 オーケス ト ラ と

合唱のために編曲されたものを、 今回の演奏会のために

草野がチェロ と ピアノ用に再アレ ンジした。 内容は、

<斎太郎節 (宮城県) > <南部牛追い唄 (岩手県) > <会
津磐梯山 (福島県) > で、 被災したそれぞれの県の有名
な民謡で構成している。 そして前半の最後に今回のテー

マのメ ー ンと も言える児童合唱曲 ｫみんながいればｻ を

発表する前に、 子どもたちが夏休みに制作した巨大な絵

画が天井から舞台後方全面に下ろされた。 これは子ども

たちが制作した美術作品と音楽作品が最終的な融合をこ

の場で完結させるためである。 さ らにプロ グラムに印刷

されている歌詞を使って会場の聴衆が共に参加し歌える

よう にと、 聴衆との歌の練習を一度試み、 本番では歌詞

の第 3 番までを聴衆も含めて全員で歌った (写真11)。 
演奏は子どもたちの生き生きと した歌声が響き渡り、 当

初の計画は予想以上の効果をもたら した。 子どもたちの

絵に包まれながら音楽と しての表現性がそこに加味され

て、 美術と音楽の充実した結びつきがこの瞬間に実現し

得たと言える。 (草野) 

III 成果-1 音楽について
私は今回の東北訪問以降、 ここでの音楽がなすべき役

割に関して様々な思いが交錯し紆余曲折した。 しかし被

災した人々やそれ以外の人々も含めて、 最終的に音楽を

通じてその心的痛みが共有でき、 そしてその先に 「何ら

かの希望の光が生まれるよう な場を作る」 という意味で

の今回の子どもによる詞と私の旋律との、 いわば 「合作」

発表は聴衆も含めて最も納得のゆく形であったと断言で

きる。

また 「合作」 を完成するまでのプロセスもきわめて重

要であったと言える。 子どもたちとの詩の中でのコ ンタ

ク ト 、 直接の練習を通してのコ ミ ュニケーシ ョ ン等々で

次第にこのテーマに関する共通意識が音楽の中で高めら

れていつた。 本番当日の聴衆と合同で歌う という発想は

すべての演奏会において効果的とは思えないが、 今回に

関しては本堂の限られた空間の中で聴衆が歌う歌わない

に関わらず、 その臨場感による一体性があったと感じら

れる。 プロ グラム構成では、 子どもたちの歌の手前で東

北民謡の編曲作品を置き、 東北民謡の特有のべ一 ソスや

生命感をここで提示したこと も有効であったと考えられ

る。 (草野)-2 アート活動について

これまでの作家による作品展示の形式は、 作品を見せ
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る側 (表現者) と見る側 (鑑賞者) という限定的な立場
に分けた。 そして、 企画者はその役割をそれぞれが十分

果たすこと を期待してきた。 しかし美術館や画廊等と比

べ、 強固にその役割を期待しない寺院では、 鑑賞者は作

品と共に独特な空間をも楽しむことができ、 また表現者

にと っても新たな表現の場を得るこ とができた。 しかし、

今回は表現する喜びの大切さを知つた東北の活動を踏ま

え、 そのよう な立場を取り払い、 これまでとは異なった

コ ミ ュニケーシ ョ ンの形式を提示するため、 誰もが参加

できるワー ク シ ヨ ツプを企画し実行することができた。 

アート活動によって 「東北に関わって何かできないか」

という 思いに、 現在のアート フ ォーラムが出した最良の

答えだと言つてもよいだろう 。

アートのテーマと して、 「生」 「死」 「命」 といった要

素をはずすことができないと考える。 死を身近に感じた

震災を背景にしながらも、 生き生きと活動した時間を企

画者側も共有できたことは意義深いことであった。 特別

な東北支援プロジェ ク ト ではなく 、 普段考えるアートの

延長線上にある活動と して、 人との関わりの中で継続し

ていく こ とが重要である。 (佐部利、 二村)-3 子どもたちの変化について
今回は特に子どもたちの参加が重要な意味をもってい

た。 先述したよう に役割を超えて、 自ら参加する意義と

共に、 企画者側に人をつなぎ、 育てる環境をつく るとい

う寺院本来の役割を再認識させた。 これまで、 この寺院

空間を芸術的な意味において、 独特の空間と捉え活かす

こ とでは成果を上げてきたが、 日常から離れ、 学校など

の枠組みとは別の空間と して、 「居場所」 を提供できた

こ とは大きな成果だったと言えよう。 東北から移住した

K氏は、 「学校や家庭などとは全く 違う コ ミ ュニティ が
この岐阜アート フ ォーラムであって、 そこに自分の新た

な居場所を見つけることができた」 という報告がされた。

また東北から移住した子どもたちの変化を、 夏から秋

へと活動を継続する中で感じることができた。 ワー クシヨツ

プでは、 不安の表れと も捉えられる行動を見せた子ども

もいたが、 コンサート会場では積極的に仕事を手伝う姿

や自ら話しかける様子があった。 事実K氏から 「絵を描
いて自慢できた子どもは自信をつけ、 歌詞に挑戦した子

どもは、 その後の生活面でも前向きにがんばるよう になっ

た」 との嬉しい報告があった。 そして子どもたちの成長

を父兄も感じ取り、 活動参加を肯定的に捉えられるよう

に変化したよう だ。

さらに空間と時間を一 にするこ と以外に、 美術と音楽

の融合をどう図るかという問題がこれまでも浮上してい

たが、 子どもたちの活動が軸となり、 美術と音楽を時間

的に、 そして内容的にもつなげる役目を果たしたと言え

よう o
当日会場では31名からアンケート を得た。 その内訳は
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40代から80代まで幅広い世代に渡っている。 中でも第 2 
回からのリ ピー タ一が約半数をしめ、 回を重ねる度に認

知度が上がってきたこ とは、 アート フ ォーラムの継続し

た活動の成果であろう 。 アンケート で最も多かった意見

は 「子どもたちの大作絵画が素晴らしかった」 (40代女
性) 、 「子どもたちの合唱に感動した」 (50代女性) で、
やはり訴求力は子どもたちにあったよう だ。 子どもたち

による “アート パフ ォーマ ンス” と して、 来場者の感動

を呼ぶ結果となったと言える。 「非常に心地よい空間」

(80代男性)、 「母親の胎内のよう な不思議な感覚」 (40代
女性) と言った声からも、 会場の一体感が図られていた
こ とが見てとれ、 企画者の思いが形になったと言える。 

このこ とは 「子どもたちの絵、 コーラス、 チェロの演奏

すべてが響きあって心豊かになりました」 (60代女性) 
との声に言い当てられている。 またアート フ ォーラムに

は多 く のスタ ッ フが関わっているが、 子どもたちの参加

により、 多 く のこ と を感じ考える機会となった。 初めて

会った子ども同士やスタ ッ フが開放的な境内で遊んでい

る姿が見られ、 交流が自然に行われていた。 スタ ッ フの

一人小森からは、 それこそが 「響き合う心」 ではなかっ

たかという意見があった。 また 「今回は特に相互扶助に

ついて考える場を与えられ、 まさに社会教育の場となっ

ているよう に思う」 とのスタ ッ フ澤田 5) の意見や 「ス

タ ッフが的確に仕事をこなし足並みを揃えたことに感動

し た」 という ス タ ッ フ高松 5) の意見からは、 参加者同
士が様々な関係性を築き上げていく こ とができたと言え

よう 。 そして、 それぞれが今回の活動を通して、 自らの

参加意義を見つけたことは一つの成果と言える。

岐阜という 地方都市で、 「地域社会のつながりが希薄

になる中、 学校と言う枠組みを離れ、 お寺と言う独特の

空間に自発的に集まった子どもたちや大人が、 礼儀や裝

を意識しながら美術や音楽に触れる機会を提供するアー

ト フォーラムの存在意義は大きいと思う」 という澤田の

意見に加え、 東北を思い活動した今回のアート フ ォーラ

ムは、 紆余曲折しながらも、 子どもたちの力によって様々

な成果を得ることができたと言える。 (二村、 小笠原) 

IV 課題
こ れまでの報告 6) では、 岐阜アー ト フ ォーラ ムは、

寺院群を芸術活動の拠点と して文化の発展を目指してお

り、 地元で制作活動をする造形作家や音楽家らが歴史あ

る空間に作品を発表することで、美術館やコンサートホー

ルとは違い、 非日常的かつ、 その地域特有の展開を期待

するこ とが出来るとのまとめに至った。

しかし、 第 4 回アート フォーラムでは、 東日本大震災
に起因する地縁にと らわれない新たなコ ミ ュニティ の在

り方と捉え方、 これらとアート フォーラムとの関係性の

持ち方を巡り、 計画から実施段階に至るまで実行委員会
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の中で一つの意見に集約されない場面があった。 それら

を下記に示し、 今後のアート フ ォーラム開催に向けて課

題とする。-1 計画段階での課題
今回の企画は、 実行委員会有志数名による束北の現場

視察から始まった。 その後の意見交流会では、 実際に震

災を体験し岐阜市内に移住した二つの家族と、 その支援

団体の代表者を迎えて行われた。 その際にアート フォー

ラム側の被災地に対する何か力になり たいとの思いが十

分先方に伝えられないまま行われ、 配慮が欠ける結果と

なったこ とは反省したい。

移住した家族の父親である Y氏からは 「被災した子ど
もと してではなく 、 あく まで今、 岐阜に住む子どもと し

て捉えて欲しい」 とのとまどいの心情が伝えられたのだ

が、 新聞各記事には震災を文脈に含んだ上での活動と し

て取り上げられた。 結果と しては当日の集客に繋がるの

だが、 上記の心情への適切な配慮と してどう だったかは

実行委員会の中でも議論が進むことはなかったし、 批判

的な意見を出しづらい雰囲気が作られた。 今後このよう

な活動に対しては主催者と して意図を的確に先方に伝え

たうえで行う こと を課題と したい。 (堀)- 2 当日の課題
当日は東別院の本堂という宗教施設が会場となり、 舞

台背景には子どもたちによって描かれた絵画が天井から

吊り下げられた。 作曲家の草野が作った楽曲に合わせて、

被災地や県内の子どもたちによって創作された言葉を元

に作られた詩を添え、 関わった子どもたちと地元の子ど

も合唱団が歌い上げた。 そこにチェ リ ス トの金谷と ピア

ニス トの谷を加えた編成で演奏した。 熱心に聴き入る観

客は、 感動的な雰囲気に浸ることができた様子がアンケー

トからも伺える。

しかし、 会場の募金箱の設置や、 コ ンサートの収益の

幾分かを募金したこと もあり、 芸術活動という より先の

大震災による被災地の救援という目的に偏りすぎた感が

ある。 佐部利のアー ト ワー ク シ ヨ ツプによ る巨大な絵画

は、 寺院空間を今ここでしか味わえない空間に一変させ

る効果があった。 また、 コンサート終了時に金谷は挨拶

で、 被災地の住人であると同時に演奏家という狭間での

葛藤を通して、 やはり自分は演奏家であると言い切った。 

絵画作品も演奏作品も芸術性の高いものであるから、 鑑

賞者がそう した芸術性に浸れる導きのよう なものが必要

であった。

画家である藤田嗣治の作品 「アッツ島玉砕」 を例に挙

げると、 戦争という絶望的な中での人間を描く こ とは、

芸術の独立性を守るため必死の抵抗と感じ取るこ とがで

きる。 極端な一例ではあるが、 どのよう な状況の中でも、

芸術に携わる者はそれの持つ本質的な意味を常に問い続

ける必要がある。 (佐藤 (昌) ) 
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-3 今後の課題
今後のアート フ ォーラムの持ち方と して、 実績を持つ

芸術家の作品紹介にと どまらず、 若い芸術家の展示や芸

術の実験的試みなど、 アートのもつ面白さや奧深さ を味

わえる機会となると よい。 作家の持つ芸術性をのびのび

と引き出すことが重要である。

こ れまでのコ ンサート を伴った企画において、 集客面

では良い結果が得られている。 今後、 美術作品展示に主

眼をおいて企画を行った場合、 これまで行ってきた 2 時
間程度のイベントの形とすることは難しい。 仮に 1 週間
単位での時間の展示と した場合も、 不特定多数の人問が

出入りする寺院の場所の特性上、 まとまった期間を占有

するこ とや、 管理面の問題もあり工夫が必要である。 そ

の上で、 期間や集客の工夫をバラ ンスよ く 組み合わせる

展開の検討が求められる。

また、 震災復興に向けてさまざまな形で支援の必要は

あるが、 別の部門あるいは組織を立ち上げるなど、 アー

ト フ ォーラムの活動とは切り離した上で、 次回はこの章

の冒頭で述べたよう な本来の趣旨に立ち返った活動と し

たい。 (奧村) 

おわりに 結語

これまでの岐阜アート フォーラムの活動では、 寺院空

間における美術文化の創出と発信をテーマに、 アート を

手掛かり と した精神 , 感性の拡張と凝縮、 人々との交流
を特徴と していた。 それに加えて本稿で報告した活動で

は、 寺院の持つ祈りの空間と しての特徴を際立たせ、 子

どもたちから未来への希望をメ ッセージと して、 アート

を介して地域社会から発信するこ とが出来たことが一つ

の成果といえるのではないかと考える。

そこにはアーティ ス トのみならず、 活動を支援する市

民、 当日集まった観客それぞれの、 社会的立場や職能、

金銭での東北大震災に対する支援の形があった。 移住し

てきた家族らと共に生き、 現実に立ち向かう権利がある

こ と を確認したこ と も、 次への活動の一つの指針となり

えると考える。

このよう な形態での活動となったこ とに対して、 岐阜

新聞記者の林進一は 「やわらかな運動体」 による文化活

動と表現している。

ｫ有志らの被災地訪問に私 (林) が同行取材したのは、
アーティ ストの鋭敏な感性が、 被災者 ・ 非被災者の二分

法を超え、 自らの体験 ・ 課題と してこの大災害を受け止

めるのでは、 と思ったからだ。 震災という 社会的事象は

人々に共通ではあっても、 体験の形はそれぞれ異なる。 

幅広い市民が参加した今回のフォーラムは、 もとより単

一目標、 評価でく く れない性質を内包していた。 その広

がり ゆえに、 良く も悪し く も 「やわらかな運動体」、 と

きに 「あいまい」 になら ざるを得なかったものの、 多様
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な意見や提案に耳を傾ける精神と行動の “やわらかさ”

なしには何事も成立しなかったはずだ。 震災復興が短期

で済まないのと同様に、 参加者一人一人が今回の課題を

負い、 考え続けていく ほかはない。 芸術作品が個々の創

造の追求でありつつ多 く の人に共感 ・ 感動の奇跡をもた

らすこ とは、 “壁” を破り、 越境するアート本来の魅力、

特性だろう。 それは大震災の被災者、 非被災者の区分け

を解き放つこ とにもつながるのではないだろう か。 ｻ

本稿で述べた企画の過程においては、 かかわる人それ

ぞれに多様な価値観があり、 それに起因する発言も多様

であった。 決して一つの意見にまとまった訳でもなく 、

移住してきた家族や、 東日本大震災での被害に対して、

物理的に何が出来たのかは明らかではない。 しかし、 林

の述べた 「やわらかな運動体」 の中で見るこ との出来た

子どもたちの笑顔が、 被災した厳しい現実を背負い、 並

走せざるを得ない私たちの救いとなったこと を確認し、

本稿のまとめとする。 (堀) 
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展なども行っている。 

写真出典

写真 1 ・ 10草野次郎撮影
写真 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ・ 6 ・ 9 佐部利典彦撮影写真
写真 7 絵画ワー ク シヨツプチラ シ 原画 佐藤瑛気
写真 8 第 4 回ポスター 制作 神谷まさ子

原画 小笠原宣

写真11 2012年10月16 日岐阜新聞朝刊、 林進一撮影
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[譜例 1 ] 旋律 「岐阜の子どもたちへ in A旋律のみ」
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